
なまえ ひづけ がつ にち

1 カードの 数を 合わせると いくつかな。数字で 書こう。

(1) 1000 100 100 10 10 10 1 → 

(2) 1000 1000 100 10 10 1 1 → 

(3) 1000 1000 100 100 10 10 1 1 1 1 1 → 

(4) 1000 1000 100 100 10 10 10 1 → 

(5) 1000 1000 1000 100 100 100 10 10 1 1 1 1 1 → 

ヒント

1000の カード、100の カード、10の カード、1の カード

の じゅんに 数えて、くらいに ならべよう。

できたら
はなまる かず ・ つぎは 「千のくらいまでの 数」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-09

1000より 大きい 数
ふつう ★★☆ ・ まとまりで 数える

千
かず

1000が いくつ
あるかな



なまえ ひづけ がつ にち

1 数字で 書こう。

(1) 千二十二 → (2) 四千七百二 →

(3) 五千九十三 → (4) 八千九百四 →

(5) 二千一 → (6) 七千九 →

2 □に あてはまる 数字を 書こう。

(1) 8092の 千のくらいの 数字は

(2) 4920の 千のくらいの 数字は

(3) 6327の 千のくらいの 数字は

(4) 8652の 百のくらいの 数字は

ヒント

「二千五」は 百のくらいと 十のくらいが ない 数。ない

くらいには 0を 書くよ。

できたら
はなまる かず ・ つぎは 「10000までの 数の線」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-10

千のくらいまでの 数
ふつう ★★☆ ・ 数を 読み書き する

千
かず

ない くらいは
0だよ



なまえ ひづけ がつ にち

1 ア〜エの 目もりが あらわす 数を 書こう。

0 5000 10000

ア イ ウ エ

(ア) (イ) (ウ)

(エ)

2 ア〜エの 目もりが あらわす 数を 書こう。

5000 5500 6000

ア イ ウ エ

(ア) (イ) (ウ)

(エ)

ヒント

まず 1目もりが いくつかを しらべよう。数の 書いて ある

目もりから 数えると いいよ。

できたら
はなまる かず ・ つぎは 「4けたの 数の 大小」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-11

10000までの 数の線
むずかしい ★★★ ・ 数の線の 目もりを 読む

千
かず

1目もりは
いくつ？



なまえ ひづけ がつ にち

1 ＞か ＜を 書こう。

(1) 3051 9051 (2) 9043 9083

(3) 6347 6367 (4) 1618 1628

(5) 5631 5601 (6) 7090 4090

(7) 9856 7856 (8) 7882 9882

2 □に あてはまる 数を 書こう。

(1) 1000を 10こ あつめた 数は

(2) 9999より 1 大きい 数は

ヒント

＞・＜は 口を あけた ほうが 大きい 数だよ。いちばん 上

の くらいから じゅんに くらべよう。

できたら
はなまる かず ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-12

4けたの 数の 大小
むずかしい ★★★ ・ 大きい 数を くらべる

千
かず

上の くらいから
くらべよう


